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はじめに
小学校をはじめとする教員養成課程には，全ての学生を学校現場
で通用するピアノ演奏技術の水準に到達させる指導が求められてい
るが，近年，大学入学後に初めてピアノを学習する学生が少なくな
いのが実状である 1）。
そのような中，筆者は，小学校教員養成課程（以下，幼稚園教
諭・保育士養成を含む）に在籍する学生の指導に際し，ピアノを弾
けるようになるための練習方法や，ピアノを弾く際に要する理想的
な思考の仕方について，より具体的に説明することや時間をかけて
見守ることを心がけている。そのようにして学生のピアノ練習状況
を日々観察する中，学生に散見されるある特徴に気付いた。それ
は，楽譜に示されている運指記号（指の使い方を示す番号）に無頓
着な点である。実はこの様子は，小学校教員養成課程に学ぶ者に限
らず，例えば子どもがお稽古事の一つとしてピアノを習う場合にも
よく見られる例である。しかし，小学校教員養成課程の，それも大
学入学後に初めてピアノを学習し始めた学生が楽譜に示された運指
記号に留意しないままピアノの練習に励んでいることは，少しでも
はやく一人前にピアノを弾けるようになりたいであろう当人らの願
いとは，逆行しているのである。
小学校教員養成課程に在籍する学生が自身のピアノ演奏技術の上
達を目指すとき，その成長の度合いに，学生個々の音楽に関するさ
まざまな基礎力が影響することは言うまでもない。しかし，こと運
指記号への留意については，ピアノ学習経験や音楽に関する基礎力
があるないに関わらず，往々にして置き去りにされているように見
受けられるのである。そうした運指記号への不注意は，ピアノ演奏
技術の上達を日々妨げるばかりか，苦労してようやく弾けるように
なった曲の仕上がりにも残念な影響を及ぼす。つまり，ピアノ学習
初期段階における運指記号への留意と運指記号に則った練習姿勢
は，ピアノ演奏技術の上達にとって，欠くべからざる要点であると

言える。

1．問題の所在と目的
小学校教員養成課程におけるピアノ実技指導者の共通する目標と
願いである 2），（1）学生のピアノに対する苦手意識を取り払うこと，
（2）学生が意欲を持って練習に取り組むこと，（3）学生のピアノ
演奏技術が上達すること，以上三点を目標に，小学校教員養成課程
におけるピアノ演奏技術の上達を促進する運指指導について，検討
した。

2．方法
先行研究の分析から，小学校教員養成課程におけるピアノ実技の
運指指導研究を整理し，筆者による今後の指導実践を目標に，指導
方法の開発および検討を試みた。

3．結果および考察
1）小学校教員養成課程におけるピアノ実技運指指導研究の動向
小学校教員養成課程におけるピアノ実技の運指指導研究がどの程
度なされているかについて調査した結果，小学校教員養成課程にお
けるピアノ実技運指指導に関する先行研究が複数認められた。それ
らからは，小学校教員養成課程における，ピアノ実技初学者に見ら
れる傾向やピアノ実技運指指導の実践報告，また小学校教員養成課
程における，ピアノ実技の運指指導の重要性やピアノ実技運指指導
に当たる上での指導者としての考えが見て取れた。
例えば，小学校教員養成課程における，ピアノ実技初学者に見ら
れる傾向として，ピアノを弾くことに慣れない者は，ほとんどの場
合において運指を考慮に入れることができないこと 3）や，ピアノ
実技の習熟度が浅い場合，左右の手の10本の指をうまく使い分け
ることができず弱い指を避けた自分にとって都合のよい運指を優先
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してしまうこと 4），またピアノ実技初学者には，自分で運指を考え
られるほどの経験も余裕もないこと 5），その他，自己流であり弾き
難いと思われる不自然でアクロバティックな運指で弾かれることが
多いこと 6）等が確認された。
続いて，小学校教員養成課程におけるピアノ実技運指指導の実践
報告としては，「音楽表現を優先するあまり，学習者のテクニック
に不似合いな運指を選ぶ必要はない」7）とする考えから提案された
歌唱共通教材の運指案，および指導実践報告 8）や，「演奏を平易に
する際であっても，原曲が持つ叙情的な要素や正しい和声進行など
の『音楽的内容』を最低限維持していなくてはならない」9）とした
上で提案された歌唱共通教材の運指案，および指導実践報告10），そ
の他，ピアノ演奏技術上達のためにまずは正しい運指で演奏するこ
とを推奨しているとの指導実践報告11）が確認された。また，学生
に対し，各自の楽譜に自ら運指番号を書き記すことを促す指導に
よって，学生の演奏力向上に効果があったとの報告12）が認められ，
ここにも，運指に着目した指導実践報告が確認できた。
また，小学校教員養成課程における，ピアノ実技の運指指導の重
要性については次のような指摘が確認された。まず，指導者は，無
理な運指で練習を進めている学生に対して，手指の運動効率が良
く，かつ演奏曲のもつ音楽の流れを損なわない運指を指導すること
が大切であるとするもの13），あるいは，学生が養成課程を卒業後に
小学校や幼稚園において鍵盤ハーモニカ指導に当たる可能性を挙
げ，運指に関する知識および経験を含んだ正しいピアノ演奏技術を
身につける必要性を指摘したもの14）15），その他，ピアノ実技初学
者はどのように練習すれば自分のピアノ演奏技術が上達するのかが
わからない場合があるものの，運指番号に留意させることを目的と
した教材を用いた指導に効果がみられたことから，ピアノ演奏技術
上達のためには運指番号に留意した練習姿勢の習得が必要16）とす
る指摘が確認された。さらに，読譜の初めの段階から正確かつ適切
な運指による練習を習慣づけなければ，音楽的な演奏表現の必要に
迫られてある程度読譜が達成された段階になってから運指の誤りを
正そうと試みることは容易ではない17）上に，「中級以上のレベルに
到達してからそうした誤った練習の仕方の改善を図ろうとしても，
それにはより大きな困難を伴う場合が多い」18）とする指摘も確認で
きた。
そして，小学校教員養成課程における，ピアノ実技運指指導に当
たる上での指導者の考えについては，ピアノ演奏では運指の選択に
よって音楽表現が変化するため，上級者になればなるほど最適な運
指を検討する力が必要となるものの，ピアノ実技初学者や中級者に
おいては必ずしもそうではなく19）「音楽表現を優先するあまり，学
習者のテクニックに不似合いな運指を選ぶ必要はない。また一方，
弾きやすさだけでなく，音楽のニュアンスを豊かに表現することも
常に考えての運指でなければならない」20）との指摘が認められた。
以上のとおり，小学校教員養成課程におけるピアノ実技の運指指
導研究が確認された。

2）小学校教員養成課程におけるピアノ実技の運指指導実践例
⑴　演奏曲の理想の姿を目標に演奏できるよう考えられた運指案21）

　村木22）による小学校歌唱共通教材各曲の運指指導では，使用す
る楽譜に既存の運指番号に加えて村木考案の運指案の，それぞれ二

通りの運指方法が示された楽譜を見せてピアノ指導を実施したとこ
ろ，学生がある曲について自分に合った運指を習得したのみなら
ず，それ以外の曲において学生自ら類似箇所に先の運指案を活用す
る進歩が見られた他，運指を選択することによって，各学生から生
き生きと自信を持った演奏が引き出せることがわかったとしてい
る。
以下，村木23）より譜例を示す（譜例 1～ 9）。なお，運指番号の
上段は既存楽譜『教師用指導書　伴奏編』24）にある運指番号，下段
は村木による運指案とされる25）。

譜例1　「かくれんぼ」 26）

譜例2　「かたつむり」27） 

譜例3　「とんび」 28）

譜例4　「ふじ山」 29）

　譜例 4での 2小節目の 5 - 1の表記は，上段のように忙しい思い
をして指くぐりをすることに比べ，指を順次に使った後，二分音符
の間に指替えをする案が示されたものである30）。
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譜例5　「ふるさと」 31）

　譜例 5での（　）内の運指番号は，レガート奏法を意識した運
指案として示されたものである32）。

譜例6　「まきばの朝」 33）

譜例7　「春の小川」 34）

譜例8　「茶摘み」 35）（原文ママ）

譜例9　「夕やけこやけ」 36）

⑵　演奏が平易になるよう考えられた運指案37）

田中38）による小学校歌唱共通教材各曲の運指指導では，初学者
の場合，寄せ指や指越えなどの運指で躓くことが多い39）ことから，
それらの動きが起こることを抑えた「 1フレーズ 1ポジション」40）

の考えに基づいた運指案によって指導を実施し，その指導効果が
あったとしている41）。
以下，田中42）より譜例を示す（譜例10）。

譜例10　「うみ」 43）

以上のとおり，小学校教員養成課程におけるピアノ実技の運指指
導実践例が確認された。しかしながら，筆者が指導実践を目標に検
討を進める方法と同様の運指指導方法，および指導実践例について
は確認できなかった。
よって次に，今後，筆者によるピアノ実技指導実践を目標とする，
小学校教員養成課程におけるピアノ演奏技術の上達を促進する運指
指導案について示す。なおこれは，小学校教員養成課程におけるピ
アノ実技指導に関する研究のうち，ピアノ演奏技術の上達を促進す
る運指指導について検討する第一報である。

3）小学校教員養成課程におけるピアノ演奏技術の上達を促進す
る運指案
これまで，小学校教員養成課程におけるピアノ実技の運指指導研
究が複数確認された44）。また，小学校教員養成課程におけるピアノ
実技の運指指導実践例についても認められた45）。しかしながら，筆
者が指導実践を目標に検討を進める方法と同様の運指指導実践例に
ついては見当たらなかった46）。
よってこれより，小学校教員養成課程における，ピアノ演奏技術
の上達を促進するとして筆者が指導実践を目標に検討を進める運指
指導方法について述べるとともに，その方法に基づく，小学校歌唱
共通教材全24曲の運指案を示すこととする。

⑴　ピアノ演奏技術の上達を促進する運指指導方法および運指案
ピアノ演奏のための楽譜には，作曲者本人や編集者によって，通
常，音符等の記号と同時に，その音の出る鍵盤をどの指を用いて弾
いたら良いかについて，運指記号が示される。左右の手とも，親指
を 1，人差し指を 2，中指を 3，薬指を 4，小指を 5として示さ
れる。
ピアノ演奏に際する運指の選択は，習得しようとする曲の演奏の
出来と習得に要する時間を左右する。このことはピアノ演奏家や指
導者らによって多数報告されており筆者が言うまでもないが，村木
47）によれば，芸術作品としての楽曲をピアノ演奏する場合には，「曲
想や和声の特性を考慮した運指。つまりテンポの速い曲や細かいリ
ズムには，運動機能優先で，また，音を保持して順次進行なら隣接
する指を優先して選択というように。和声進行により，緊張と弛緩
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を表現すべき部分では，荷重にふさわしい指と脱力に適した指」48）

とする考え方が望まれ，運指をどうするかによって音楽表現が変化
することから，上級者になればなるほど個々の技量に合わせて最適
な運指を考える力が必要とされる49）。加えて，「つまり，運指には
正解がひとつではなく，個人的な指の傾向や，音楽表現の嗜好を反
映させながら，推敲していくものである」50）。ピアノ演奏に際する
運指の選択が習得しようとする曲の演奏の出来と習得に要する時間
を左右することは，小学校教員養成課程に在籍する学生のピアノ演
奏技術の上達に関しても，同様のことが言える。
しかし，小学校教員養成課程入学後に初めてピアノを学習し始め
たピアノ実技初学者の多くは，視界に入ってくる楽譜情報のうち，
ひとまず音を出そうとするあまり，運指記号には目もくれず，音の
高低のみに注力してしまう51）。そして，そうした取り組み姿勢すな
わち練習スタイルは，その後よほど改心しない限り続くことにな
る52）。
したがって，ピアノ実技初学者にとって楽譜に示された運指記号
にまずは従う姿勢が重要であること，つまり先述のとおり「ピアノ
学習初期段階における運指記号への留意と運指記号に則った練習姿
勢は，ピアノ演奏技術の上達にとって，欠くべからざる要点であ
る」53）と考えられるのである。
以上のことを踏まえ，小学校教員養成課程における，ピアノ演奏
技術の上達を促進する運指指導方法として，次の点に配慮し，運指
案を検討した。
①ピアノ実技初学者にとって一目でわかること。かつ活用が進む
ものであること。
②ピアノ実技経験者にとっても有用であること。
③将来的にこの方法によらない楽譜の演奏時にも有用であるこ
と。

⑵　ピアノ演奏技術の上達を促進する運指指導方法に基づく運指案
による小学校歌唱共通教材の譜例
上記三点に配慮した，小学校教員養成課程における，ピアノ演奏
技術の上達を促進する運指指導方法に基づき，小学校歌唱共通教材
全24曲の旋律部の運指案を譜例にて示す。
ただし，この運指案を譜例によって示すにあたり，いくつか基準
を設けた。その基準について述べる。
①ここでは，指導実践に向けた検討段階の運指案であることか
ら，運指案は右手の演奏部のみとし（一部旋律を担当する左手
演奏部あり），筆者による運指案の独自性がより示されるよう，
オリジナル楽譜ではなく既存の楽譜を基にした。中でも広く活
用されてきたと思われる，音楽之友社出版『最新　初等科音楽
教育法〔改訂版〕小学校教員養成課程用』54）を用いた。ただし，
主旋律以外の声部を主旋律に重ねて右手で演奏することを示す
部分を含む曲の場合については，主旋律のみの運指案を示し
た。
②音楽之友社出版『最新　初等科音楽教育法〔改訂版〕小学校教
員養成課程用』55）において「簡易伴奏」として掲載されている
小学校歌唱共通教材全24曲をここに借用し，全24曲の譜例に，
適宜，小節番号を付記した。また，原本にある歌詞については
割愛した。

③筆者による運指案は，②の作業の上に，一旦鍵盤に置かれた 5
指が「指くぐり」や「指またぎ」をしない，いわゆる 1ポジショ
ンの中で弾くことが可能な範囲を，帯状の太い線で示した。か
つ 1ポジションごとの最初の音には，従来どおり，運指を数
字で（ 1から 5のいずれか）示した。なお，ポジション内に
おける最高音については，譜読み時の目安となることが想定さ
れるため数字によって示した。また，ポジションによって，薬
指の使用を示す 4や小指の使用を示す 5が最初の音に示され
ている場合には，最低音を数字によって示した。加えて，譜読
み時の助けとなるよう，楽譜の段が改まるごとに，最初の音に
は数字による運指を示した。
④帯状の太い線の切れ目はすなわちポジションの持ち替え位置を
示す。本来，ポジションの持ち替え位置は，歌詞の文節の区切
りやブレス指定箇所（息継ぎを示す楽譜上の「v」の箇所），ま
たはフレーズ（音楽のまとまりを示す楽句）の切れ目と一致し
ていることが望ましい。しかし，曲によっては，ポジションの
持ち替え位置がそれらと必ずしも一致していない。これは，本
運指案が「①ピアノ実技初学者にとって一目でわかること。か
つ活用が進むものであること。」56）に配慮している点を優先し
た結果である。
⑤上記④の配慮，すなわち，歌詞の文節の区切りやブレス指定箇
所（息継ぎを示す楽譜上の「v」の箇所），またはフレーズ（音
楽のまとまりを示す楽句）の切れ目とポジションの持ち替え位
置とが必ずしも一致していないことは，学生が実際に演奏する
段階において悪影響を及ぼす可能性も考えられる。しかしなが
らこの点については，今後の指導実践における学生の状況を踏
まえた判断が必要となると考える。
⑥ 1ポジションの中で弾くことが可能な範囲が次段に引き続く
場合には， 1ポジションを示す帯状の太い線が前段の最後の
小節からはみ出す様式を採ることでそれを示した。

第1学年歌唱共通教材
譜例11　「うみ」

譜例11「うみ」においては，第 6小節 3拍目の運指「 2」について，
2拍目からの「G（ソ）－E（ミ）」の音程が 3度であることから，
初見時に親指「 1」を使用してしまう懸念があり，そのことに対
して注意を与えた。
また，第10小節 1拍目の運指「 4」について，前小節 3拍目か
らの「D（レ）－H（シ）」の音程が 3度であることから，初見時
に中指「 3」を使用してしまう懸念があり，そのことに対して注
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意を与えた。

譜例12　「かたつむり」

譜例13　「日のまる」

譜例13「日のまる」においては，第10小節 1拍目の運指「 4」
について，前小節 2拍目からの「A（ラ）－C（ド）」の音程が 3
度であることから，初見時に小指「 5」を使用してしまう懸念が
あり，そのことに対して注意を与えた。
また，第14・15小節の運指「 4」「 3」について，それら「C（ド）
－A（ラ）」の音程が 3度であることから，初見時に，第15小節 1
拍目に人差し指「 2」を使用してしまう懸念があり，そのことに
対して注意を与えた。

譜例14　「ひらいたひらいた」

第2学年歌唱共通教材
譜例15　「かくれんぼ」

譜例16　「春がきた」

譜例16「春がきた」においては，第 5小節から第 7小節 2拍目
までを 1ポジションに設定することと，第 7小節の途中でポジショ
ンの持ち替えを指定していることについて述べる。
本来，ポジションの持ち替え位置は，歌詞の文節の区切りや，ブ
レス指定箇所（息継ぎを示す楽譜上の「v」の箇所）と一致してい
ることが望ましいが，この部分については，ポジションの持ち替え
位置がそれらと一致していない。これは「①ピアノ実技初学者に
とって一目でわかること。かつ活用が進むものであること。」57）を
優先した結果である。

譜例17　「虫のこえ」

次頁の譜例18「夕やけこやけ」においては，第 6小節の途中で
ポジションの持ち替えを指定しているが，これは，本稿34頁④の
とおりである。
なお，本研究では，筆者による運指案の独自性がより示されるよ
う，オリジナル楽譜ではなく既存の楽譜を基にしているが，最後か
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ら 2小節間の，引用文献の示す右手運指は， 2声を演奏するため
の運指である。よってここでは，先述の基準に沿って，主旋律につ
いてのみ本運指案を示した。

譜例18　「夕やけこやけ」

第3学年歌唱共通教材
譜例19　「うさぎ」

譜例19「うさぎ」においては，第10小節の途中でポジションの
持ち替えを指定しているが，これについて述べる。
本運指案では，第 3小節「F（ファ）」の音に親指「 1」が指定
されてから，その後，第10小節まで同じポジションが指定されて
いる。そのため，初見時に，第10小節の「F（ファ）」についても
親指「 1」」を使用してしまう懸念があり，そのことに対して注意
を与えたものである。

譜例20　「茶つみ」

譜例20「茶つみ」においては，第 5小節 4拍目の運指「 4」，第
8小節 1拍目の運指「 4」，第13小節 4拍目の運指「 4」，第15小
節 4拍目の運指「 4」について，それぞれその前の音との音程が
3度であることから，初見時に中指「 3」を使用してしまう懸念
があり，そのことに対して注意を与えた。同様に，第 1小節およ
び第11小節の「G（ソ）」の音に対しても，それぞれその前の音と
の音程が 4度であることから，初見時に薬指「 4」を使用してし
まう懸念があり，運指「 2」を示すことによって注意を与えた。
さらに考えられる懸念として，第16小節 4拍目「E（ミ）」の音
と第17小節 1拍目「D（レ）」の音にはそれぞれ親指「 1」の運指
があてられている点がある。
ピアノ演奏において，同音を同じ指で続けて演奏することや，音
階（隣り合う鍵盤を順次打鍵する旋律）演奏の場合に親指「 1」
を連続して使うことは，原則的に禁則と考えられている。
しかし，この箇所においては，ちょうどブレスの指定箇所（息継
ぎを示す楽譜上の「v」の箇所）に指定されているため，この運指
で差し支えないことを確認した。

譜例21　「春の小川」

譜例21「春の小川」においては，複数の箇所においてポジショ
ンの持ち替えを指定している。これは，この曲の旋律部に使用され
ている音域が10度にわたっており広いことからやむを得ないこと
と考える。しかしその中でも，初見時に，ピアノ実技初学者にも運
指情報が一目でわかるよう配慮された，本稿34頁④の考えによる
ものである。

譜例22　「ふじ山」
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譜例22「ふじ山」においては，第 2小節，第 5小節と第 6小節
の間，第 7小節，第10小節，第15小節の途中でポジションの持ち
替えを指定しているが，これについても，本稿34頁④のとおりで
ある。
また，第13小節 3拍目の「A（ラ）」の音に対しては，その前の
音との音程が 3度であることから，初見時に中指「 3」を使用し
てしまう懸念があり，運指「 4」を示すことによって注意を与えた。

第4学年歌唱共通教材
譜例23　「さくらさくら」

譜例24　「とんび」

譜例24「とんび」においては，複数の箇所においてポジション
の持ち替えを指定している。これは，この曲の旋律部が，間に 1
音以上の音を挟む，跳躍した音程を多数含むことからやむを得ない
ことと考える。しかしその中でも，初見時に，ピアノ実技初学者に
も運指情報が一目でわかるよう配慮された，本稿34頁④の考えに
よるものである。
なお，この譜例24については，第 9小節から第12小節にわたる

4小節間は，旋律部を左手が奏する編曲がなされている58）ため，
それに伴い本運指案も左手の運指「親指 1，人差し指 2，中指 3，
薬指 4，小指 5（右手と同様）」として示した。

譜例25「まきばの朝」においては，第 3小節において次の理由
から注意を与えた。
本運指案の，帯状の太い線ではなく数字による運指のみを注意深
くみたとき，第 2小節 1拍目「G（ソ）」の音から第 3小節 2拍目

の「D（レ）」の音までが 1ポジションで演奏可能な範囲となって
いることがわかる。
しかし，この箇所の場合，前奏部である 1段目のフレーズ（音楽
のまとまりを示す楽句）が，前半 2小節と後半 2小節との 2つの
フレーズで構成されている。また後半 2小節に関しては，「D.S.（ダ
ル・セーニョ）」59）の指定により反復時に戻ってくる箇所でもある
ことから，あえて第 3小節からポジションが改まるかのように見
える表記とした。
また，第21小節においては，フレーズ（音楽のまとまりを示す
楽句）の途中でポジションの持ち替えを指定している。これは，こ
のフレーズに使用されている音域が 8度にわたって広いことから
やむを得ないことと考える。しかしその中でも，初見時に，ピアノ
実技初学者にも運指情報が一目でわかるよう配慮された，本稿34
頁④の考えによるものである。
なお，本研究では，筆者による運指案の独自性がより示されるよ
う，オリジナル楽譜ではなく既存の楽譜を基にしているが，第12
小節の「D（レ）」について，引用文献の示す右手運指は， 1から
2に持ち替えることを示している。しかしそれは，曲の冒頭から
その箇所まで左手に担当させてきた伴奏部を，右手が手伝うかたち
の伴奏アレンジを演奏するための運指である。そのため，主旋律の
演奏に必要とされる運指を引用するとともに，筆者による運指案に
ついても主旋律についてのみ示した。

譜例25　「まきばの朝」

次頁の譜例26「もみじ」においては，第11小節の途中と，第13
小節および第14小節の間でポジションの持ち替えを指定している
が，これは，本稿34頁④のとおりである。
なお，本研究では，筆者による運指案の独自性がより示されるよ
う，オリジナル楽譜ではなく既存の楽譜を基にしているが，第 9
小節から第12小節の間の，引用文献の示す右手運指は， 2声を演
奏するための運指である。よってここでは，先述の基準に沿って，
主旋律についてのみ本運指案を示した。
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譜例26　「もみじ」

第5学年歌唱共通教材
譜例27　「こいのぼり」

譜例27「こいのぼり」においては，第 2小節の途中，第11小節
の途中でポジションの持ち替えを指定しているが，これは，本稿
34頁④のとおりである。

譜例28「子もり歌」の旋律Bにおいては，前奏部を除いた旋律A
の旋律ラインと同様であるにもかかわらず，異なる運指が示された
小節がある。これは，曲の調性の違いによって起こるものである。
説明する。
ピアノ演奏においては，ピアノを弾く際の，椅子に腰かけた胴体
からより距離の遠い場所に位置する黒鍵の打鍵については，比較的
長い指（親指「 1」と小指「 5」以外）を用いることが原則とさ
れている。そのため，旋律Aには生じなかった黒鍵を打鍵する必要
のある，旋律Bの第10小節 3拍目「B（シ♭）」の音に，小指「 5」
ではなく薬指「 4」の使用を促す注意を与えたものである。

譜例29「スキーの歌」については，第 1小節および第 5小節に
おいて，引用文献には二通り目の運指が（　）として示されている
が，引用元にある二通り分の運指について本研究で言及する必要は
ないと考え，ここではそれの掲載を省略する。
その他，第 7小節の途中でポジションの持ち替えを指定してい
ることについて述べる。
本運指案の，帯状の太い線ではなく数字による運指のみを注意深

くみたとき，第 5小節 3拍目の裏拍「D（レ）」の音から第 7小節
4拍目「Fis（ファ♯）」の音までが 1ポジションで演奏可能な範囲
となっていることがわかる。
しかし，この箇所については，歌詞の文節の区切りについても配
慮し，あえて第 7小節 3拍目の裏拍からポジションが改まるかの
ように見える表記とした。
なお，この曲の，第16小節 2拍目から18小節の間の主旋律は，「D

（レ）・G（ソ）・A（ラ）・H（シ）・A（ラ）・G（ソ）」であること
を付け加えておく。

譜例28　「子もり歌」
旋律A

旋律B

譜例29　「スキーの歌」
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譜例30　「冬げしき」

譜例30「冬げしき」においては，第10小節の途中でポジション
の持ち替えを指定している。これは，第 9小節から第12小節の間
のフレーズ（音楽のまとまりを示す楽句）に使用されている音域が
9度と比較的広いことからやむを得ないことと考える。しかしそ
の中でも，初見時に，ピアノ実技初学者にも運指情報が一目でわか
るよう配慮された，本稿34頁④の考えによるものである。

第6学年歌唱共通教材
譜例31　「越天楽今様」

譜例32　「おぼろ月夜」

譜例32「おぼろ月夜」においては， 2段目と 4段目のフレーズ
の途中でポジションの持ち替えを指定している。これは，使用され
ている音域が比較的広いことからやむを得ないことと考える。しか
しその中でも，初見時に，ピアノ実技初学者にも運指情報が一目で
わかるよう配慮された，本稿34頁④の考えによるものである。

譜例33　「ふるさと」

譜例33「ふるさと」においては，第11小節の途中でポジション
の持ち替えを指定している。これは，第10小節から第13小節にか
けてのフレーズに使用されている音域が， 9度と比較的広いこと
からやむを得ないことと考える。しかしその中でも，初見時に，ピ
アノ実技初学者にも運指情報が一目でわかるよう配慮された，本稿
34頁④の考えによるものである。

譜例34　「われは海の子」

譜例34「われは海の子」においては，複数の箇所においてポジショ
ンの持ち替えを指定している。これは，この曲の旋律部に使用され
ているフレーズ（音楽のまとまりを示す楽句）間の音域が， 8度
または 9度にわたっており比較的広いことからやむを得ないこと
と考える。しかしその中でも，初見時に，ピアノ実技初学者にも運
指情報が一目でわかるよう配慮された，本稿34頁④の考えによる
ものである。

以上のとおり，「①ピアノ実技初学者にとって一目でわかること。
かつ活用が進むものであること。②ピアノ実技経験者にとっても有
用であること。③将来的にこの方法によらない楽譜の演奏時にも有
用であること。」60）の三点に配慮し，小学校教員養成課程における，
ピアノ演奏技術の上達を促進する運指指導方法に基づき，小学校歌
唱共通教材全24曲の旋律部の運指案を譜例によって示した。

おわりに
本研究の意義は，小学校教員養成課程における，本稿が示す方法
によるピアノ実技の運指指導実践例がこれまで認められていないこ
とから，本運指指導方法が，小学校教員養成課程におけるピアノ演
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奏技術の上達を促進する可能性を大いに含んでいる点にあると考え
る。
今後は，本研究の検討をより深めながら，本稿に示した運指案を
用いて，小学校教員養成課程におけるピアノ実技指導実践へと進め
ていきたい。
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30）前掲 5　53頁
31）前掲 5　53頁
32）前掲 5　53頁
33）前掲 5　53頁
34）前掲 5　54頁
35）前掲 5　54頁
36）前掲 5　54頁
37）前掲 9
38）前掲 9
39）前掲 9　39頁
40）前掲 9　42頁
41）前掲 9　42頁
42）前掲 9
43）前掲 9　39頁
44）本稿　31－32頁
45）本稿　32－33頁
46）本稿　33頁
47）前掲 5　52頁
48）前掲 5　52頁
49）前掲 5　52頁
50）前掲 5　52頁
51）前掲 1　114頁
52）前掲17　22頁
53）本稿　31頁
54）初等科音楽教育研究会　2011　最新初等科音楽教育法〔改訂版〕
小学校教員養成課程用　音楽之友社

55）同上
56）本稿　34頁
57）本稿　34頁
58）前掲54
59）記譜上の略記法の一種。石桁真礼生・丸田昭三・金光威和雄・
末吉保雄・飯田隆・飯沼信義　1965　新装版楽典理論と実習　
音楽之友社

60）本稿　34頁


